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1．緒 言

　花を観賞する植物において，それが長時閥咲いている

ことは重要な性質であり，そのために凋花時刻を延期さ

せて，満開期間を長くするように種々の手段が講じられ

ている。特に切花にした場合は有根の植物体に較べて，

日もちが悪いので，各種の実用的方法が検討されてい

る18）。最近の研究3）i8）では花弁の展開または萎凋・脱落

を遅らせるのに，MH：が有効な場合があり，この処理

によって開花期間が延長されうる植物もあると云う。

　一方，植物によっては晶種間でも開閉の習性に差異の

著しいものがあり，最近は2・3の短命花の花卉に終日

咲または2日咲と称する三種が現われて注闘されてい

る。朝顔の普通種は7・8時頃には花弁がしおれ始め，

10時頃には凋んでしまう。しかし大輪種は一般に花も

ちがよく，12時頃まで開いている場合が多い。近年，

切花用2日咲と称して市販されている渦性の品種は日中

でも凋まない。別に欧米で改良された晶種もあるが，外

国では主として庭園で栽培するので，日本の盆栽的観賞

法と異なるためか萎凋の遅いものが多い。また松葉牡丹

でも最近，終日不凋系が育成された。

　朝顔や松葉牡丹は多数の植物の中でも特に萎れ易く，

短命花の代表とされている。このような満開期間の短い

植物においては，夕方まで凋まない晶出の作出が古くか

ら望まれている。このi萎凋が遅い性質は大輪・花色・八

重・早咲・芳香等の育種目標と共に観賞⊥の重要形質と

思われる。植物の開花期間を延長させるには，光線・温

度・薬粘等の処理が試みられている。しかしそれと共

＊この研究の大要は昭和32犀園芸学会春季大会にお

　いて報告した。

に，このような方法をとらなくとも希望の形質を表わす

晶種を，育成することもこの問題の別な解決策と思われ

る。

　開花現象に関するこれまでの研究では禾穀類が最も詳

しく，稲D7）i4）16）21），小麦10）においては各方面から数多

く報告されている。その他のほもの科17）19）・まめ科2）8）13）

22）
�nめ2・3の植物9）15）についても同傾向の研究が発

表されている。しかるに花卉に関しては，切花は勿論の

こと花壇・鉢植等においても，開花期間の延長は観賞価

値の増大に重要であるにも拘らず，この種の研究はあま

り報告されていない。朝顔においては今日まで，萩原4），

今井12），飯塚i1）の各氏によって開花の一端が報告されて

いるにすぎない。なお同科の甘藷に関しては，これまで

に多少の報告20）がなされている。筆者等は花弁の萎凋の

遅い性質を仮に晩冷性と名附け，その育種の基礎とし

て，朝顔と松葉牡丹を用いて研究を進めている。ここに

は朝顔の花弁の開閉状態とその組織の観察結果を報告

し，特に各下種・4倍体及び1代雑種における形質の現

われかたを調べ，また開閉の習性から分類を試みた。し

かし，その遺伝に関しては更に後代の研究に侯たねばな

らない。

　　この研究を行うにあたって，熱心に協力された増田

　晴夫・馬上武彦の両君に謝意を表する。

H．材料及び方法

　晶種は現在筆者等の手許で系統を維持している66種

の中から，開田・凋花に関して特徴があると思われるも

のを選んで供試し，黄丸葉を標準型として比較の基準に

用いた（第1表）。

　種子はエ956年5月11Eliに圃場に直播し，畦幅50　cm

株間30cmの1本仕立てとし，堆肥を基肥として与え，
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Table　1．

　　　　　　　　　　　　第1表　品種1覧表
a）　晶種（2倍体・4倍体）Dipliod　and　tetraploid

三種番琴
No．　of
Variety

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
i

晶　　　　　種　　　　　名

　　Variety　name
来 歴 特 性

臨漁網器磁）繍：市販
　

i東　の　誉（Azuma－no－Homare）　｛1954．市　販

毒性（Dw・・f）　ii953・蜥

i灘懸三一zu）i議劇
隙淫雨伽）　：g：1：蝋
i木立赤花（Kidachi一。k。b。。。）hg54．　pt販

1懲製盤豊狸鯉一流⊥．．．．，一一．．．一一．．一

当学部1鼠色花・夫婦咲

Table　1．　b）　　1・r賢雑黍重　Hybrid

白種子

斑入恵比寿葉，やや倭性，淡鼠色・覆輪花・大輪

斑入葉，矯性，紫紅色・覆輪花・小輪・応益

蜻蛉葉，紅色花・やや大輪

紅色茎，白色花

渦丸葉，白色花・紅色筒・三咲

渦丸葉，紅色茎，白色花・星咲

渦雷気葉，やや素性，紅色花・渦託

る（第2表及び第1図）。

　　　　　1交辮L合せ…

性

1
2
3
4
5
6
7
8

i
－
窪
1
1
i
1
1
漏

ii；1噸∴．＿
i7・6　1淡青色・覆輪花

綴6。gl難諮E
lS・7）　・・8挿花

ls・9　　丸葉淡紫色・覆輪花

できるだけ同一条件のもとで管理した。

　開花調査は最盛期の8月21日から9月8日までの聞

で晴天続きの日を選び，3日ずつ3回にわけて計9日間

行った。1H各二種5～10花宛，エ時からユ8時2G分

まで20分の間隔で，花輪の縦径・横径を測定して両罰

の平均をもつて花径とした。この開閉時刻の調査結果に

より，開花始・満開期・凋花始・完凋期の4時期を決定

した。開花始はその品種の平均最大花客の15　％の直径

に蕾が展開してきた時とし，萎れてきて7％の花径に

なった時を完凋期とした。花弁の組織は各晶種3～10

二二，満開状態の花弁の同一部位から切片を採取し，パ

ラフィン法により横断面を鏡検し，表皮及び柔組織の構

造を調べた。なお調査期間中は圃場における気温と湿度

を測定した。

　　　　　　　IH．結果及び考察

　供試18晶種の調査の数値を取纒めると次の通りであ

　　第1図　開閉の4時期（調査全3回の平均）

　　　　　　　　　　時　闘（hγ）
　　t　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11　12　　13　14　　15　16　　17　　it

i6

　　　　　　　
　1．一一一一二『　　　一一｝一一二＝二：＝L・．

。6　　　　。一一　　　　　　一一一　一・

雛：三≡≡≡≡≡』……一一一一一
1了＿二二一　　　　＿＝「一『・

呂　．一t＝　　　　二＝二。
罐　　：二二　　　　＝＝二ニニ
；6　　・〒　一．．4　　　　　　　　　一一一一一。
18　　。』一一　　　　、　　　　　一一一一一一一一。
13　　　　　0一一　　　　　　　一一一一＿。

　註　：左側点線は展開期間，中央実線は満開期間，

　　　右側点線は萎凋期問

　開花・叢論に関して傾向の異なる品種，また4倍体と

2倍体あるいはF1とその両親等の習性を比較するため，

次のような数群に分って，それぞれ図表にして検討を加

えることとする。

　三）4倍体と2倍体の比較

　品種：黄丸葉の4κ及び2κ（第2図）

i
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第2図　4倍体と2倍体（第2回調査）
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註　丁は全調査期問の圃場における平均氣温
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島津・樫村：朝顔の開花及び凋花

コ庖演も細爺♂聯51年寄
？　1’　90－il’？1　？’71　ill’S：a9’IL9’IL9’ILg’2S’｛lal’ll1

3　ll　2S　11．51　4．li　9．7ill．911．9ill．9111．911．9111．91

S　1？19・91　1・1’1　？一S　E・Zi　9・？！　9・Z　9・？i　E・S　2・ZI

gEg　l　8iglli　gig［1　9i；　giil　；i2，1　ii3i，　gi31　iiii　li8i

Z　Rg　l　9・71　1・？li　g・61　6・41　Z・9　Z・9i　7・97・Ol　9・El

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表　　調　査　成　績

　　a）花径測定値

　　i　i　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　刻
晶砥供試L＿．…．．＿．．一．一　　　　　　　　　　＿　．．『．．、．＿、、　…一．＿　　．

翻1記数li…i2…i3……生・6；5…ll瞬66蜘…4・伽1・・鳴・d⑩1宜・？i画樋塑18・δ・噛

2．41　O．6　O．11
1？lgi’　g．gi　6．3

0．21i

5．Si　3．31　1．9

0．51

澗1｝1熱i｝iiiiiliii鰯iiil

獅：鍬：巽12：lil謡翻li

｝1目lil：li蹴il：lil：甥1男1：1器i

IS　1　15　1　O．21　O．31　1．3i　6．61　7．1，　7．II　7．II　6．41　5．0’

i6 奄奄R19．61　i．91　4．61i　7．il　7．？i／　7・？1　7．？1　7．21　6．81

　　　　　　　　3．Oa　7．e　7．3　7．3：　　　　　　　　　　　　　　　　　7．3，17　i　12　i　O．4i　O．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．41　4．7・

18�鼇Q・≧牛唖一7Ll⑦1⊥7・ρ：匹li四i

註　　（1）　　歯周査は第1燈1　　8月21，　24，　25日，　第2琵11

　　（2）　花径は3回の平均．単位はcm。
　　（3）
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3．8・

1．3’

3，li’　O・61　o．｛

S．91　5．7　5．2，

O．9i

O．7　O．1
1．工　　　0。2：

O．7i

3．1　1．7i　O．li

O．1

4．3　2．0　O．3

i．ii　o．21

o・7P
　　i1

5．2

　1

S．2，　5．2i　5．2i　5．2

9月13，4，5日，第3勘｝　9月6，7，8日。

1時から18時20分まで53回の調査のうち，毎時20分及び40分の数値は省略。

　標準型として用いた黄丸葉（2x）は他の晶種に較べて

萎凋始はやや早い方であった。本極の細は2κに較

べて僅かに萎凋が遅かった。この点は飯塚氏11）の報告と

同様である。しかし展開は2κ・4κ間にほとんど差が認

められなかった。4κは花円がやや大きかった。なお4

pcは非常に稔性が低くほとんど不稔で，系統の維持が極

めて困難である。

　2）F，とその両親二種の比較

　a。薬用白花とF12種（第3図）

　8

　7

　6
花5

　a
程

　3
（CTT））2

　｝

　o

第3図薬用臼花とF，2種（第1圓
　　　　及び第3翻調査の平均）

　　　　　　　　　　　　　　　　rr．rr：“：’rr：一：”：．”””．．　li

　　　　if；＝xxurtc；．r一一一“　一一一w一一一一一一一一“g

　　　．形　　　　　　　　　　＼ミr，　パ…一’2

2　3　A　5　6?ｓ　ma7　（h，8п@9　10　I　I　12　13

　薬用歯花は特異な晶種であって，展開・萎凋共に最も

早く，花弁もまた最も薄かった。即ち3時半頃に満開に

達し，7時すぎには萎凋が始まり，9時半近くには完全

に萎凋した。

　この晶種に他のものを交配したF12種では，何れも

薬用白花の形質　　薄弁・早凋性が優性を示していた。

ただ2種ともに，開閉の各時期は常に僅かに薬用白花よ

り遅れて現われた。このことはFiが何れも草丈が高く

弓勢が旺盛で花環が大きい等の性質があるために，

heterosisの直接または間接の現われによるものか、あ

るいはこの形質の発現に対して多くの遺伝子が関係して

いるためか，または：Fi（共に有色花）と薬用白花との

花色の相異が展開・i萎凋に微気象的・生理的・その他未

知の影響を及ぼしているものか，現在の段階では不明で

ある。

　b．東の誉×媛性FiとScarlet　O’hara（第4図）

　東の誉は開花が早く3時半に満開し，これに対して萎

凋は遅く14時すぎに完了した。従って満開期問が長く

7時問余であった。花径は供試晶種の中では託種が最大

7
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第2表　　b）開閉の所要時問及び花弁厚

晶種番号iA

　　　　　時
　　1　　2，ユ0
　　2i（エ…）

　　2i　lilg

　　g　il　51S6

　　6　1　2．so

i注il

　　　｛
　　10　1　1．50

装（1：99）

ii・　ii　iilli・

　　18　i　1．50
　　　it－rrtT’tTnett　ttttttwututt

iB　ic　；D
．　iI芋　　　！i寺　　　時
；　4，00　　　7．40　iエユ．ユ0

｝3・207・009・30
11：器ill：191’9：娼

i5。・・…7．4・エ4．1・

14．2・i7．1・…9．4・

段lii　i鰯難

ミ

i生ooi8．00　1エ．10

ほ謡lll：19

鷹澄lll

i　4．20　　　8．30　　12．50
き

A－B　i　B－C

1．SO

（2．20）

2．30

2．20

ユ．30

1．30

2．30

2．10

2．10

2．10　1　4．00　’　3．le

（2．40）　1

2．5e

ユ．50

1．10

エ．30

2．20

ユ．30

2．30

　　　C－D　B－DiA－D．
時ri？1：時問　　時問i時間
3．40　i　3．30　・　7．10　1　9．00

3．40　’　2．30　’．　6．10　i（8．30）　・

6．40　i　3．50　．10．30　i13．00

3．zl－O　2．10　．1　5．50　i　8．00

2．40i6．30　9．10110．40
2．se　1／　2．30　，　s．20　1　6．so

4．00　 1　3．50　7．so　 I　IO．20

4．40　i　2．30　・　7．10　・　9．20

6。50（7．50）て14．40）．（16．50）、．

　　　　　　　　7．10　1i　8．20

4．00　1　2．10　i　6．10

3．40　i　2．10　i　5．50

2．40　i　3．30　．　6．10

4．20　i　3．00　i　7．20

3．10　i　3．40　ii　6．50

4．50　1　3．40　1・　8．30

3．30　3．20　　1　　6．SO

4．10　1　4．20　i　8．30

（8．SO）

8．40

8．00

8．30

8．20

10．50

8．20

11．00

最大花園　花弁厚
　”””　6’m　’　・”　””　”pt’

　　7．5　・　118．4

　　6．1　1　61．6

　11．9　1　179．6

　　6．2　98．4

　　8．S　104．2

　　7．0　・　一・一

　　7．0　1　163．2

　　6．5　・　130．6

　　6．6　i　201．6

8．6　1／　123．0

6．2

6．6

8．3

7．1

7．1

7．2

7．3

7．6

88．4

87．4

ユ45．2

101．2

ユ52．0

ユ63．0

註　（1）A，B，C，Dは開花始，満開期，萎凋始，完凋期。

　　（2）（1．00）は1時の調査開始時に既に開花が始まっていたことを示し，（18．20）は18時20分に調査を打切

　　　つた時に，まだ萎凋が完了しなかったことを示す。

　12
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径7
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　s
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　1
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第4図　東の誉×倭性F1とScar！et

　　　　O’hara（第2園調査）

　　／‘……………鱈＼　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ＝二＝1
　　ノ　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　一一曽一宵一噸，一一5

　　1　　　　　’、
1／’……＼＼　＼
　ノ　／　　　　　・、　　　　＼
！　ノ　　　　　　、
！　　！　　　　　　　　　　、　　　　　　　＼
！　　／　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　＼

云イ　　　　　　　　　　・、　　　　　＼．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．

匪23456 ﾗ馬（Rr）101旧21314馴6

（12　cm）で，他の晶種は6～9　cmの問を連続的に変異

している。この花径の大小は花弁の開閉時刻に影響する

ことも考えられるが，本報では一応それを考慮に入れな

いで取扱つた。なお花径は全下種とも一般に小さいが，

これは露地直植えで馬肥栽培によって育てたためと思わ

れる。しかしこのことも，鉢栽培で肥培した供試以外の

個体との比較観察の結果を見ると，開閉時刻に大きな影

響は与えていないと考える。

　従来の記載によれば駿性は萎凋が遅いとされている

が，筆者らが供試したものは系統が違うためか，萎凋が

早く黄丸葉に近い開閉状態を示した。また花弁も薄い方

であった。

　Scarlet　O’haraは開綻は3時半近く，満開は5時頃で

ともに最も遅かった。また完凋期も遅いが，萎凋始は必

ずしも遅くはなかった。従って萎凋が始まってから，完

全に凋むまでに長い時間を要している（e項参照）。ま

た萎凋が遅い割合に花弁はむしろ薄い方で，この点も他

の品種と趣を異にしている。これらのことからScarlet

O’haraの萎れの遅い形質は，渦系統の晶種とは異なっ

た原因によるのではないかと思われる6）。

　東の誉×矯性Fiでは，開花は両親の何れよりも遅か

った（d項参照）。ここで注目されることは，このF、

とScarlet　O’haraとがかなり類似した開閉を示してい

る点である。なお萎凋の遅い東の誉，Scarlet　O’hara及

び木立赤花は，何れも蜻蛉葉の1種の遺伝子をもつてい

る。

　c．偽半渦とFi　3種（第5及び6図）

　偽半渦は開門が遅く3時近くであった。しかし萎凋は

早く7平すぎに始まり，9時半すぎには完全に萎凋し

た。従って満開期間が短く約3時間であった。

8
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　偽半幅の焦熱の遅い形質は，本種を片親に用いたF1

2種では優性に現われた。しかし他のFi（木立赤花×

偽半渦）ではこの形質は現われなかった。これらの結果

から，それに関与している遺伝子はやや複雑なことが想

像される。

　d．渦性と巻渦（第7図）

隼7図　渦性と三二（第1回及び

　　　　第3回調査の平均）
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　渦性及び巻渦（桔梗渦の1系統）の開閉状態は大体同

じような傾向を示し，ともに萎凋がやや遅かった。しか

し両者問のF1ではその両親の何れよりも萎凋始が早か

った。これは，その形質に多数の遺伝子が関与している

場合も考えられ，また直接・間接のheterosisの現われ

によることも考えられる。このことは前記の東の誉×綾

性Fiの開花の遅い場合にも言いうることである。渦性

と桔梗渦の形質はそれぞれ既に遺伝子が明らかにされて

おり，葉及び花の肥厚も，おのおの同一の遺伝子の作用

による多様的発現と考えられている。

　e．木立赤花とFi　2種（第8図）
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　木立赤花は萎凋が最も遅く，萎凋始は10時半であっ

たが，その後はほとんど萎凋が進行せず，ユ8時20分の

調査打切りまで花弁は同じような状態にとどまり，これ

は翌朝まで続いた。満開期聞は約7時闘であった。木立

赤花は巻渦との交雑の結果によると，桔梗渦のs遺伝子

は含んでいないと推定される。しかし渦形の葉をもつて

いるので，渦性のct遺伝子を有していることが想像

される。しかるに，木立赤花と毒性との聞には，萎凋に

関して非常に大きな差異があって，木立赤花の方は所謂

2日咲を呈している。このことから，木立赤花の萎凋性

に関しては渦性以外に，さらに他の遺伝子が関与してい

ることが推察される。

　また木立赤花を片親に用いたFiは2種とも外観が並

性であるにも拘らず，花弁の組織が厚く萎凋も比較的遅

かった。この並性：渦性，厚弁：取直及び晩景：早縄の

3形質の優劣の現われ方から考えて，それらの発現が同

一遺伝子の作用による多様的影響の結果か，または同一

染色体⊥の接近した別僚の遺伝子に原因するものか疑問

がもたれる。

　なお開花始～満開期とi萎凋始～完凋期との所要時間を

比較すると，一般に満開までに要する時間に対して萎凋

に要する時間の方が緩漫である。しかし，この萎凋に要

する時閥を詳細に調べると，晶種によって長短の差が見

られる。殊に木立赤花，Scarlet　O’hara，東の誉，無性

等はかなり緩漫である。これらの晶種は何れも大輸また

は渦系統に属する晶種であり，大体において花樹が大き

いか花弁の厚いものである。またこれには花弁の厚さの

みでなく，後記のような花弁組織の構造上の差にも，こ

れらの品種の特異性が関連するのではないかと思われる

　（4項参照）Q

　3）供試品種の類別

　朝顔の開花習性に関して，特色ある晶種とそれらの

F1についてこれまで検討を加えてきたが，その結果か

ら主として開閉時刻の早晩の点で供試晶種は7型に大別

できると思う（第3表及び第9図）。それらの形質の遺

伝に関しては，さらに今後の研究に侯たねばならない。

なお前記のように閉山時刻には花色・花山等の差異が影

9　一一
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州9図　7型の類別（調査全3圓の平均） はさらに後日を期したいと思う。
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響することも考えられるが，回報では一応それらは考慮

に入れないで類別を試みた。

　　第3表　花弁の開閉時刻による供試品種の分類：

型
　　　　　　　　　　ミ別　i開花期　凋花期i三種及び雑種番号

　　　　　　　ミ
1早期四花i
∬　晩期開花1
皿長時七回i

「v短時間咲i
v　標　準　咲i

VI　渦　　　型i
　　（晩期凋花）i

Vff　2　日　咲：
　　　　　　　…

早
晩
早
晩
中

中

中

｝
　
　
中
　
　
晩

亘
晩
晩
一
早
晩

一
　
　
　
早

　
　
　
　
　
　
　
極

2，　11，　12

5

3

6，　14，　15

1，　4，　7

7，　8，　16，　18

9

　4）花弁の組織について

　各一種の上・下両表皮と柔組織の構造を調べ，厚さを

測定した。朝顔は花弁が薄いうえに，細胞膜も非常に薄

いため，切片を作る際に内部の組織は極めて壊れやすか

った。上面の表皮はやや凹凸があるが，下面の表皮は比

較的平坦であった。柔組織の細胞は並びが不同で規則的

な細胞層をなしていなかった。

　花弁は木立赤花が特に厚く平均201．6μ（第19図）

であった。これに続いて渦性・階隠・東の誉も厚く，木

立赤花を片親に用いたFi　2種もかなり厚かった。東の

誉と簸性とのFiはやや厚く，4κは2κに較べて僅か

に厚かった。簸性は，ここに供試した系統は全品種中で

も薄い方であった。薬用白花は平均61．6μ（第18図）

で最も薄く，これを用いたFl　2種も薄かった。

　一般的に見て萎凋時刻の早晩には，花弁の厚さが大き

く影響していると認められる。しかしScarlet　O’hara

のように，萎凋が此較的遅いにも拘らず，花弁の余り厚

くないものもある。ところが表皮の厚さ・柔組織の厚

さ・両者の比率等を詳細に検討してみると，2・3の晶

種については特異な関係が見られ，これがScarlet

O’haraその他1・2の晶種の特殊な開閉習性に関連し

ているのではないかと思われるが，これらの点について

亙V。摘 要

　（エ）短命花の植物ではタ方まで花弁が凋まない品

種の作出が望まれており，そのような性質は観賞上の重

要形質と思われる。　この晩凋性育種の基礎として，朝

顔を用いて花弁の開閉状態と組織を観察した。品種は開

閉習性に特徴あるものユ8種（内Fi　8）を選んで供試

した。

　（2）a．4倍体（黄丸葉）は2倍体に較べてやや萎

凋が遅かった。

　b．薬用白花は展開・萎凋ともに最も早く，花弁は最

も薄かった。この薄弁・二二性はFiで優性に現われ

た。

　c．Scarlet　O’haraは展開が遅く，萎凋もやや遅かっ

た。しかし花弁は比較的薄く，この点は特殊な晶種であ

る。

　d．偽半渦は開綻が遅く萎凋は皐く，従って満開期間

が短かった。この開心の遅い形質はFi　2組合せでは優

性であった。しかし1組合せでは現われなかった。

　e．木立赤花は18時までに萎凋せず，所謂2日咲と

なった。花弁は最も厚かった。このF、は外観が二三で

あるにも拘らず，花弁が厚く萎凋も遅く，この点に特異

性を示す。

　（3）萎凋の早晩は主として花弁の薄厚によって表わ

されるものと認められる。しかし2・3の二種の特殊な

開閉状態からみて，さらに他に関与するものがあると思

われるが，その点はまだ明らかにされなかった。

　（4）供試晶種は開花・閉花の早晩により7型に大別

された（第3表）。それらの遺伝については雑種後代を

追究中である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　　Using　ten　varieties　of　Japanese　merning　glory　and　their　eight　hybrids，　the

fiowering　habit　and　the　histological　appearance　of　peta｝　were　observed　in　1956，　as

the　basic　studies　on　the　inheritanee　of　a　special　chara6ter，　that　is　the　unfolding　one

till　evening，　of　the　ephemeTal　fiower　plant．　The　results　obtained　were　as　follows：

（1）　a）　The　fading　time　of　the　tetraploid　plants　of　variety　“Ki－maruba”　iRdueed

　　　by　colehicine　method，　was　somewhat　later　than　that　ef　the　dipleid　ones．

　　　　　b）　Variety　“Yakuyoo－shirobana”　unfolded　and　faded　earliest　and　the　tissue

　　　of　petals　was　thinnest　（61．6pt）　of　all　varieties　observed．　On　the　hybrids　between

　　　“Yakuyoe－shirobana”　and　other　varieties，　the　thin　petal　and　the　early　fading

　　　character　appeared．

　　　　　c）　Altheugh　the　petal　was　slightly　thiner　than　other　varieties，　Searlet　e’hara

　　　unfolded　later　and　faded　somewhat　later．　ln　these　respects，　this　variety　is　a

　　　specific　type　of　fiowering．

　　　　　d）　Variety　“Nise－Han－uzu”　unfolded　late　but　faded　early，　consequently　the

　　　term　of　full　bloom　was　short．　Of　three　hybrids　between　this　variety　and　other

　　　ones，　two　showed　the　late　unfolding　character，　but　another　did　not　show　such

　　　a　character．

　　　　　e，）　The　bloom　of　variety　“Kidachi－akabana”　continued　till　eveniltg．　The　petal

　　　tissue　of　this　variety　vgTas　thickest　（201．6！z）　of　all　varieties　studieCl．　［1］hough

　　　the　hybrids　raised　by　using　this　variety　had　a　normal　outside，　its　tissue　of

　　　petal　was　thick　and　it　faded　late．　ln　these　respeets，　“Kidachi－akabana”　is　a

　　　speeific　type　of　fiowering．

（2）　lt　seemed　tha£　the　fadi．ng　time　varied　aceording　to　the　thickness　of　petal．

　　　As　a　few　varieties　show　particular　fiowering　habits，　however，　it　seems　that

　　　other　factors　may　infiueltce　olt　the　fading　time．　These　points　eould　not　be　made

　　　clear　yet．

（3）　By　the　time　of　fiowering，　the　investigated　varieties　can　be　classified　iRto　the

　　　following　seven　types．　Further　studies　oR　the　hybrid　progenies　are　being

　　　investigated．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重1
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　　Group

early　fading

late　fiowering

long　flowering

short　fiowering

standard

Uzu　type

two－day　flowering

　　＊

Unfolding　time

　　early

　　late

　　early

　　late

　　m圭ddle

　　middle

　　middle

Fading　time

　early

　late

　late

early－middle

　early

　late

very　late

The　names　of　varieties　are　given　in　table　1．

No．　of　variety
and　hybrid＊

　2，ユ1，12

　5

　3

　6，　14，　15

　1，　4，　17

　7，　8，　16，　18

　9

追　加

　1957年のF2個体に関する調査の結果によると，前年にF1の開花が両親の何れよ

りも遅かった東の誉減委性（b項参照）と，F、の閉花が両親の何れよりも早かった渦

性×巻渦（d項参照）とにおいて，晩期開花と早期閉花に関して，それぞれ補足的に

働く2個またはそれ以上の遺伝子が関与していることが推察される。

　またF1の表現とF2の分離状態からみて，開花と闘花には上記の他に少くとも3個

の遺伝子が関与しており，　それらの中には優性の不完全なもののあることが想像され

るが（b，c及びe項参照），それらの開花・閉花に関与する遺伝子は，それぞれ別個

のものと考えられる。

　なお，8月下・旬～9月上旬の当地方における日出は5時05～15分頃，日入は18時

00～10分頃である。また乾湿球温度計による全調査期間の圃場における，毎10時の湿

度は平均76．0　％であった。

：一一@12　一一
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集10図黄丸葉　萎凋の極く初期7昨10分
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第14図　薬用白花　萎凋のrl期に近い　7貼30分
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第ユ5図木立赤花　　満　　開　　期　7昨10分
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1第16図　木立赤花　周縁か僅かに萎凋14時30分

第17図　懇懇渦　　萎凋の初期　7臨10分

　　　　　　　（■ffs　10～17図は当学部川原助教授の好意により，エ957年9Jj　20臼撮影）

第：二i8図　繊月拍花　花弁の断爾　平均花弁厚61．6μ　　第19図　木立赤花　花弁の断面　平均花弁厚201．6μ
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